
長
崎
。原
の
辻
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
長
崎
県
壱
岐
郡
石
田
町

・
声
辺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
を

一
九
九
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
石
田
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
副
島
和
明

・
山
下
央
明

・
松
永
泰
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
衛
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代

・
弥
生
時
代
を
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

原
の
辻
遺
跡
は
、
東
西
約

一
五
晰
、
南
北
約

一
七
姉
、
面
積
約

一
三
八
ｋｍ
の

壱
岐
島
の
南
東
部
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
は
、
小
川

・
池
田
川

・
幡
鉾
川
に

囲
ま
れ
た
丘
陵
上
か
ら
暗
鉾
川

流
域
の
深
江
田
原
に
南
北
に
突

出
し
た
舌
状
の
丘
（標
高
八
ぞ
一

七
ｍ
）
、
及
び
現
水
田
面
（標
高
五

イ
六
じ

を
含
む
約
八
Ｏ
ｈａ
に

分
布
す
る
。
遺
跡
の
西
約

一
ｈ

本

の
低
丘
陵
上
に
は
国
府
跡
と
推

勝

定
さ
れ
て
い
る
射
膚
遺
跡

（石

田
町
）
、
興
触
遺
跡

（芦
田
町
）
が

所
在
す
る
が
、
考
古
学
上
の
確
認
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

原
の
辻
遺
跡
の
調
査
は
、　
一
九
九
三
年
度
の
県
営
暗
鉾
川
流
域
総
合
整
備
事

業

（圃
場
整
備
事
業
）
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
で
、　
一
九
九
三
年
度
の
国
庫
補
助

事
業
及
び
農
水
省
部
局
の
委
託
事
業
と
し
て
、
石
田
町
教
育
委
員
会
が
県
教
育

委
員
会
の
調
査
指
導
を
得
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
原
の
辻
遺
跡
は
弥
生
時
代
前
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
の
大

規
模
な
多
重
環
濠
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
環
濠
の
規
模
は
、
南
北

約
八
五
〇
ｍ
、
東
西
約
三
五
〇
ｍ
の
平
面
精
円
形
状
の
範
囲
に
外
濠
、
中
濠
、

内
濠
が
三
重
に
巡

っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
外
濠
で
囲
む
面
積
は
、
約
二

五
ｈａ
で
あ
る
。
ま
た
、
外
生
時
代
の
遺
物
が
数
十
万
点
と
多
量
に
出
上
し
て
い

ソＯ
。木

簡
は
、
弥
生
時
代
の
環
濠
上
に
掘
ら
れ
た
土
坑
内
か
ら
五
点

一
括
し
て
出

土
し
た
。
共
伴
す
る
遺
物
は
な
い
が
、
内
容
か
ら
古
代

（奈
良
ど
平
安
時
代
）
の

木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
遺
跡
南
端
部
分
の
発
掘
調
査
で
、
古
代

（平
安
時
代
）
の
輸
入
陶
磁
器

片
が
多
数
出
土
す
る
地
域
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
明
確
な
遺
構
は

検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
主
体
部
は
丘
陵
上
に
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
古
代

の
官
衛
跡
な
ど
の
施
設
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
原
の
辻
遺
跡
は
、
継

続
的
な
発
掘
調
査
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
興
触
遺
跡
も
開
発
に
伴
う
発
掘

調
査
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
壱
岐
島
の
古
代
に
関
す
る
様
相
が
明
ら
か
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。



８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

〔進
≧

ω
　
。
「
口
□
□

。
「
白
玉
六
□

〔伏
ヵ
〕

高
□
日
□

14)

名
赤
万
昌
七
八
升
〔酢
配

国
七
升
□
口
□
□
□

・
酔

酔
酔
酔
膵

Ｌ

『
友

回
　
一
　

一
』

日

回

口

国

〔升
ヵ
〕

・
壱
斗

一
回
」

。
□
□
　
　
」

□
□
□
□

（
Ｆ

９

×

●
９

×
ド
ｏ
　
ｏ
歯

一む

じ

×

Ｏ

じ

ｘ
や

０
歯

Ｇ

ｅ

×

命

υ

×
ぐ

）

Φ
解

（Φ⇔）
×
∞〇
×
ω
　
ΦμΦ

（∞〇）
Ｘ
中∞
×
ｍ一　
〇∞
ド

ω
は
、
貢
進
に
関
わ
る
木
簡
と
考
え
ら
れ
、
「白
玉
六
□
」
が
注
目
さ
れ
る
。

裏
の
四
字
め
の
□
は

「升
」
ま
た
は

「斤
」
の
可
能
性
が
あ
る
ゃ

「自
玉
」
に

つ
い
て
は
、
島
内
及
び
そ
の
周
辺
か
ら
調
達
．さ
れ
た
も
の
か
あ
る
い
は
中
国
産

の
可
能
性
も
あ
る
。
壱
岐
は
中
国

・
朝
鮮
半
島
と
の
交
易
の
重
要
な
中
継
地
と

考
え
ら
れ
、
中
国
産
の
原
石
と
す
る
と
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
府

1993年出上の木簡

(2)裏
律)表

徹)裏
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跡
出
上
の

〃
白
玉
帯
〃
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。
②
は
食
料
の
支
給
帳
簿
と

考
え
ら
れ
る
。
一異
面
二
字
め
は

「進
」
ま
た
は

「近
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

「友
近
」
と
読
め
れ
ば
、
支
給
責
任
者
の
自
署
か
。
０
は
、
②
と
同

一
木
簡
の

一
部
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
ω
は
、
表
面
の
斗
量
と
裏
面
の

人
名
と
思
わ
れ
る
記
載
か
ら
、
食
品
請
求
ま
た
は
貢
進
に
関
わ
る
木
簡
と
考
え

ら
れ
る
。
⑥
は
、
内
容
が
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読

・
内
容
に
つ
い
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南

氏
の
ご
叛
示
を
得
た
。

（副
島
和
明
）

(1)裏赤外線写真

第
九
回

「
大
学
と
科
学
」
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

古

代

に
挑
戦
す

る
自

然
科

学
　

開
催

の
お
知
ら

せ

日
時
　
　
一
九
九
五
年
二
月

一
日

（水
）
ｔ
二
日

（木
）

場
所
　
　
有
楽
町
朝
日
ホ
・１
ル

（東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
二
十
五
十

一

有
楽
町
マ
リ
オ
ン
一
一
Ｆ
）

主
催
　
　
第
九
回

「
大
学
と
科
学
」
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
組
織
委
員
会

後
援
　
　
文
部
省
、
木
簡
学
会
　
他

内
容
　
▼
二
月

一
日

（水
）

・
総
合
講
演
　
古
代

へ
（　
　
一
〇
時

一
〇
分
ｔ

一
六
時
三
〇
分

ワ
挑
戦

・
古
代
遺
産

へ
の
挑
戦

一　
　
　
日
中
　
　
琢

（司
会
）
加
藤
　
晋
平

掘
ら
ず
に
遺
跡
を
探
る

藤
ノ
木
古
墳
の
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
　
康

よ
み
が
え
る

。
古
代
生
活

へ
の
挑
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
　
正
昭

り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（司
会
）
佐
原
　
　
真

稲
作
の
起
源
を
求
よ

藤
原
　
宏
志

ト
イ
レ
考
古
学
の
は
じ
ま
り

松
井
　
　
圭早

骨
か
ら
病
気
を
読
む

▼
二
月
二
日

（木
）

・
古
代
手
工
業

へ
の
挑
溢　
　
一
〇
時
ｔ

一
六
時
三
∩
　
　
　
鈴
木
　
隆
雄

犠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一分

古
代
漆
の
源
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（司
会
）
馬
淵
　
久
夫

永
嶋
　
正
春

古
代
ガ
ラ
ス
の
材
質

肥
塚
　
隆
保

古
代
金
工
の
ハ
イ
テ
ク

・
古
代
環
境

へ
の
挑
戦

・　
　
　
村
上
　
　
隆

古
代
環
境
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（司
会
）
戸
沢
　
充
則

那
須
　
孝
悌

珪
藻
類

・
昆
虫
化
石
か
ら
わ
か
る
こ
と

森
　
　
勇

一

骨
か
ら
食
物
を
読
む

申
込
先
　
葉
書
に

『
古
代
に
挑
戦
す
る
自
然
科
学
』
炎
　
　
　
南
川
　
雅
男

氏
名

・
郵
便
番
号

・
住
所
（自
宅
か
勤
務
先
ャ加
希
望
と
お
書
き
の
上
、

て
、　
一
九
九
五
年

一
月
二
一
臣

（上
）
ま
鉢

明
記
）
・
職
業
を
明
記
し

だ
さ
い
。
聴
講
無
料
。
希
望
者
多
数
の
場
猟
に
左
記
宛
お
申
し
込
み
く

〒
一
〇
二
　
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
四
十
六
卜
玲
は
拍
選
に
な
り
ま
す
。

ク
バ
プ

ロ
内

『
古
代
に
挑
戦
す
る
髄
　
Ｔ
Ｈ
第
四
ビ
ル
四
Ｆ

四然
科
学
』
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一一下
と
一二
三
八
十

一
六
八
九




